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OK Class
『第3戦：松居寿來、破竹の開幕3連勝！』

今回のOKクラスには、開幕戦より2人増え22人が参戦。その中には、SGT、SFで活躍する
佐藤蓮（TONYKART R.T.J.）もおり、今回以降フル参戦でタイトルを狙ってくるという。
日曜朝に行われたタイムトライアルでは、上位14名が従来のコースレコードを更新するハイ

レベルなアタック合戦となり、横山輝翔（HIROTEX RACING）が全体トップでスーパーポー
ルへ進出。以下、松居寿來（K.SPEED WIN）、菊池貴博（K.SPEED WIN）、澤田龍征
（GAINER TANAX with HIROTEX）、坂野太絃（TEAM EMATY）、吉田侍玄
（YAMAHA MOTOR Formula Blue）、元田心絆（YAMAHA MOTOR Formula 
Blue）、皆木駿輔（K.SPEED WIN Drago CORSE）がスーパーポールへと進出した。スー
パーポールではもてぎ大会に続き松居がトップタイムをマークし、第3戦の決勝PPを獲得した。
第3戦決勝、まず飛び出したのは澤田。一方、ポールの松居はやや出遅れ、オープニングラッ

プを2番手で終える。それでも、2周目にトップを奪うと、その後は澤田を引き離すようにペー
スを上げ、レースが折り返しを迎えるころには、リードを1秒以上に広げる。後方では、澤田、横
山が2番手グループ。その後方に元田が続くも、松居を追うペースはなく松居が安定した周回
を重ね、そのまま逃げ切ってチェッカー。開幕からの連勝を『3』に伸ばした。2位に澤田、3位
に横山が入った。

優勝ドライバー：松居 寿來 （No.28 K.SPEED WIN）
「出遅れてしまったので後ろの選手に申し訳ないです。レース中はタイヤマネージメントして午
後へ向けてマシンチェックしながら走っていました。午後もまた勝てるように頑張ります。」

『第4戦：ベテランの皆木駿輔が松居を止める逆転優勝』

第4戦のPPも松居。2番手に横山、3番手に澤田が続くグリッドとなる。
決勝ではスタート直後に多重クラッシュがあり、レースは赤旗で中断。改めて仕切り直しの

レースが行われた。そのスタートでは、松居が好ダッシュを見せホールショットを獲得すると、
開幕4連勝へ向け快調なペースで周回を重ねていく。その松居に接近したのが3周目に2番手
に上がった皆木。後方の集団を引き離し、2台のマッチレースとなる。
ラップリーダーは松居が記録し続け、皆木が2番手で追う展開が続くが、レースが残り5周ほ

どとなった17周目に満を持して皆木がトップに浮上すると、その後は松居を突き放すように
ペースアップ。余力を残していた皆木が、最後は独走でフィニッシュし、今季初優勝を飾った。2
位に松居、3位には菊池が入り、K.SPEED勢が表彰台を独占した。

優勝ドライバー：皆木 駿輔 （No.34 K.SPEED WIN Drago CORSE）
「去年は勝てそうで勝てないレースが続いていたので、今回勝ててよかったです。チームが頑
張ってくれました。今年からタイヤが変わって、その特性に合わせた方向性をチームが見つけ
出してくれました。チャンピオンを目標にしているので、この1勝は大きいです。」



『第3戦：北中一季が初優勝！』

ジュニアクラスには13台が参加。タイムトライアルでは北中一季（HIROTEX RACING 
with IMPUL）、林樹生（HIROTEX RACING with IMPUL）とHIROTEX勢がコースレ
コードを更新しもてぎ大会に続き1-2を占める。今季から導入された予選ヒートでは、新橋武
（Sigma Racing）が逆転し、決勝のPPを獲得する。
第3戦決勝では、新橋がまずはトップをキープ。その後方にユン・イサック（TEAM

EMATY）、北中と続き、林は出遅れてしまう。新橋を先頭に、4台ほどが固まったトップグルー
プだが、序盤は大きな順位変動もなく周回を消化していく。
レースが動いたのは9周目。3コーナーで仕掛けた北中がトップに浮上すると、新橋は3番手

まで後退となる。その後、12周目に2番手に戻った新橋だったが、すでに北中は約1秒のリー
ドを得ており、そのまま独走でフィニッシュ。嬉しい初優勝を飾った。

優勝ドライバー：北中 一季 （No.89 HIROTEX RACING with IMPUL）
「嬉しいです。大きなシャシーになって初めて勝てたので嬉しい。午後も頑張ります。」

『第4戦：北村紳が繰り上がりで優勝！』

第4戦のPPは藤原迪永（SD-STYLE）。しかし、決勝がスタートするとすぐに新橋がトップを
奪い、藤原、林を引き連れて周回を重ねていく。6周目に2番手に上がった林は、9周目には新
橋も捉えトップに浮上。その後新橋は順位を下げ、トップグループから離れていく。

17周目、林をかわし藤原がトップに浮上。残り2周を切った中、要所要所でインを閉め、林を
抑えていく。林の後方には北村紳（KWS SPEED）が控え、チャンスをうかがっている。
最終ラップの最終コーナー、インを閉める藤原に対しアウトから攻略しようとした林の内側に

北村が潜り込み、藤原、北村、林の順でチェッカー。しかし、藤原はイエロー無視のペナルティに
より降格となり、北村が繰り上りで優勝となった。

優勝ドライバー：北村 紳（No.25 KWS Speed）
「嬉しい。前の2台がバトルになるだろうと思って、少しでも近づこうと思っていました。最後は
絶対インが開くと思っていました。」

Junior Class



『第3戦：加納康裕が逆転優勝！』

カデットクラスは24台が参加。タイムトライアルでは加納康裕（TOP LABO）がトップタイム
をマーク。予選ヒートでも加納はトップチェッカーで決勝のPPを獲得する。
第3戦決勝、好スタートを見せたのは2番手グリッドからスタートした丹羽舜也（LUCE 

MOTOR SPORTS）、ホールショットからレースをリードしていく。加納は2番手につけ丹羽
をぴったりとマークし周回を重ねていく。
6周目、丹羽に仕掛けた加納がトップに浮上。しかし、丹羽も11周目には抜き返し、それをさ

らに12周目に加納が逆転。そのまま丹羽を抑えきり、今季初優勝を飾った。

優勝ドライバー：加納 康裕 （No.8 TOPLABO）
「とても嬉しいです。スタートでミスしましたが、ペースはあったのでいけると思っていました。
午後も、今回のようなレースをして勝ちたいです。」

『第4戦：今回も混戦を制した加納が連勝！』

第4戦のPPは第3戦3位だった川端歩武（ERS with SACCESS）、2番手に今村颯星
（HIGUCHI RT）が続く。
スタートで飛び出したのは川端。その後方に丹羽絢士（LUCE MOTOR SPORTS）、丹羽舜

也、加納が続き、次第に丹羽舜也と加納が集団から抜け出していく。
終盤にトップ争いが激しさを増してくるも加納がトップをキープ。そのまま逃げ切り、2連勝

を飾った。位に丹羽舜也、3位は最後に逆転した丹羽絢士が入った。

優勝ドライバー：加納 康裕 （No.8 TOPLABO）
「2連勝できて嬉しいです。レースの流れは厳しくて、勝てる確信はなかったです。うまく早め
に上がっていけたのが良かったです。」

Cadets Class



『第3戦：大和田海翔、涙の初優勝！』

シフタークラスは9台がエントリーも1台はキャンセルとなり、8台が出場。中には、プロドライ
バーの松田次生（NEXTBIRTH wis HKC）、藤波清斗（KF MOTORSPORTS）、大木一輝
（MOMOX KARTRACING）も含まれる。タイムトライアルでトップタイムをマークしたのは、
開幕戦で優勝している横山優之介（TAKAGI PLANNING）。今回も決勝PPを獲得した。
第3戦の決勝では、横山の加速が鈍ったところを、第2戦で優勝している大和田夢翔（HRT-

CSI Racing）、大和田海翔（HRT-CSI Racing）の二人が先行する。さらに2周目には大和
田海翔がトップに浮上し、レースをリードしていく。3番手には大木が付けると、徐々に大和田
夢翔との間隔を縮めていき、9周目には2番手に浮上。しかし、すでに大和田海翔のリードは大
きく、そのまま逃げ切って歓喜の初優勝を飾った。

優勝ドライバー：大和田 海翔 （No.86 HRT-CSI Racing）
「めっちゃ嬉しいです。練習からスタートを克服できるように取り組んでいたので、その成果が
出たと思います。次も勝てるように頑張ります。」

『第4戦：スポット参戦の大木一輝が優勝！』

第4戦決勝のグリッドでは、PPは横山だったが、ギアボックスの調子が悪いらしく、ウォーム
アップからグリッドに着いたところでストール。そのため、エキストラのウォームアップが行わ
れ、決勝は規定により1周減算の17周で行われることとなった。
その決勝のスタートでは、PP横山が最後尾に回り前が開いたことでスタートしやすくなった

3番手スタートの大木がホールショット。それを第3戦優勝の大和田海翔は追い、マッチレース
となる。それでも、シフターでの経験も豊富な大木は、大和田海翔を抑えきり、そのままチェッ
カー。スポット参戦ながら優勝を飾った。

優勝ドライバー：大木 一輝 （No.11 MOMOX KART RACING）
「去年は2/3位でずっともやもやしていたので、勝ててよかったです。現役の頃だったら焦っ
てしまったりもしたかもしれないですが、いろいろ経験を積んだので落ち着いて走ることがで
きました。」

Shifter Class



Point Standings – OK
※有効ポイント：全10戦中8戦



※有効ポイント：全10戦中8戦

Point Standings – Junior



※有効ポイント：全10戦中8戦

Point Standings – Cadets



※有効ポイント：全10戦中8戦

Point Standings – Shifter



MORE DETAIL https://www.gpr-race.com/

NEXT ROUND MOBILITY RESORT MOTEGI
2026.06.27 (Sat) - 28 (Sun)

Point Standings – TEAM
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